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震災から４年後の 1999 年に６人の女性が「高齢者に元気と居場所を」と 10 万円ずつを出資して出発した＂中高年の情

報誌“ 『にっち倶楽部』（季刊誌）。来年には創刊 20 年目を迎える発行人の久野幸子さんと編集部のスタッフから「お

とうさん」と頼りにされている夫の久野秀樹さんに、芦屋の落ち着いた雰囲気の編集室でお話しを伺いました。 

――2017 年秋号で 88 号ですね。 

幸）震災から数年たっていましたが、私たちの親世代

の高齢者にはあまり読むものがない、震災で知り合い

を亡くしたりして落ち込んでいて、どうも元気がない。

そんな時、「読めるものを

作ってよ」って言われた

んです。デザイン関係の

仕事をしていたのをや

めて、次はクライアント

の注文ではなく、自分の

やりたいことをやろう

と思っていた時でした、早速メンバーを集めて出資金

を募り、集まった 6 人の女性たちと始めました。女性

って面白いですね。どんなものになるかもわからない

のに、「そんなら私も一口」って、アイデアだけで乗

って来てくれたのです。主人も文章の校正やパソコン

で打ち込む作業などでサポートしてくれています。 

――ご主人はフランスで新聞社の仕事をされたこと

があるのですね。大事なところを黙ってやってくださ

る、心強い存在ですね。 

秀）面白そうだ、「やれっやれ」って感じで勧めまし

た。やろうって思って集まった人たちですからチーム

ワークがいいですよ。 

幸）女性 6 人と彼とでスタートしました。久野が二人

いたから、夫はみんなから「おとうさん」と呼ばれる

ようになりました。  

ここまでやってこれたのはみんな無給のボランテ

ィアでやっているからです。広告とかカンパで助けて

くれている人たち、それに久野の母がこのマンション

を提供してくれたのも大きいです。義母は一番大きな

「にっち」の応援者だったと感謝しています。 

――そのお母さまが最近お亡くなりになりました。旅

立たれて日も浅いのに押しかけて申し訳ありません。 

幸）私たち夫婦も 70 歳を超えていますし、20 年たっ

てみんな高齢になってきました。母たち世代が言って

いたことを追体験しているわけです。 

これから団塊の世代がどんどん老いてきます。そん

な時、どうすればいいかということを若い人たちに伝

えていけるといいなと思っています。 

――「百歳の肖像」という素晴らしい企画を続けてい

らっしゃいます。 

幸）「百歳の肖像」で最初に取り上げた方が素晴らし

い方でした。イギリスに留学された経験、ピアノを弾

かれる、それはびっくりでした。そしたら「こういう

方もおられますよ」と次々に紹介してくださる。中に

は認知症の方もおられましたが、皆さん、輝いていた

時代のことは割と覚えておられるのですね。 

この企画は『百歳の笑顔展』という写真展の、各地

での開催に発展し、『百歳までの生き方』（リヨン社)）

という本にもなりました。 

 これまでほぼ 90 人の方に取材させていただきまし

た。戦争を体験され、すごい時代を生きてこられた貴

重な体験を次の世代につなげていけたらと思います。 

 高齢者の居場所つくりというのが最初からのテー

マだったので、ここの編集室で刺繍教室をしたり、本

が出た後なので年 4 回ですが、「おしゃべりランチ」

という企画もやっています。 

 後継者の問題、資金難と課題はありますが、「にっ

ち」はフランス語では居場所という意味。  

 高齢者も子供も、認知症の方も障害を持った人も気

軽に出入りのできる「地域カフェ」みたいなこともで

きればいいなとか、あれこれ考えるのが楽しいです。

８ 
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「にっち倶楽部」 

発行人 久野
く の

幸子さん 久野秀樹さん 
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11 月 18 日（土）講師 中谷裕子さん 

ICI ̧  

ゲーム会社勤務を経て渡米後マサチューセッツ 

州立芸大絵画科を卒業。似顔絵師として十年活動。 

今年度から ICI の会員であり、甲南大学大学院でも 

学んでいます。ご自分の似顔絵に挑戦してみませんか？ 

ʫ ˹ 12 月 9 日(土) 講師 辰巳リリアナさん 

ʫ  
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 日本のシルバー文化はいま激変しつつあります。日本特有の死生観を深めると同時に世

界の高齢者事情はどうなっているのかという広い視点も大切。「世界の高齢者は今…」とい

うシリーズで、日本に住んでいる外国人を毎回招いて、母国の高齢者事情を聞き、また外

国人の目には日本の高齢者はどう見えているかを、西洋だけではなく、アジア・アフリカ

などの方々に来ていただいてお話を伺います。第一回は、ブルガリアから辰巳リリアナさ

んをお迎えします。リリアナさんは日本人と結婚して長く日本に住んでおられ、ルーツで

あるブルガリアの文化を深く愛しつつ、日本で活躍されている魅力的な女性です 
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NPO 法人 想像文化研究組織 上村くにこ理事長 VS 饗庭千代子副理事長     司会／井上由紀子 

 

想像文化研究組織が NPO 法人となって５年になります。今回、機関紙がリニューアル（8 ページになり、年 2 回の発行

に）したのを機会に、これまでの活動を振り返って、現在の課題、これからのことなど、創設者のお二人に忌憚なく話

し合ってもらいます。 

スタート時はタブーに挑戦！ 

上村 これまでの高齢者像といえば、弱い、庇護される

立場で「にこやかで、かわいいおばあさん」とか「穏や

かな老人」あるいは「いじわるばあさん」といったイメ

ージが強かったように思いますが、「死生学」を学ぶ中で

新しい高齢者の生き方のモデルを探るという活動をして

きました。いまその目的が少しは達成できたかな？と思

っています。 

饗庭 ２年前の「想文研だより」の創刊号に理事長が、

第 2 号に私が、この会の理念や私たちの想いを書きまし

た。これまでの高齢者像はモデル

にはならない、そこで、「想像力」

は良く生きるための原動力であ

ると。「想像」から「創造」へ、

情報の洪水を整理し、判断し、自

分のものに作り替える「仕掛け」を

提供したいと。 

上村 巷では「アンチエイジング」という言葉や、若見

え化粧品、コラーゲン、グルコミサン・・・といった言

葉が飛び交っています、足腰自由で元気、子供に迷惑か

けないでっていうようなイメージ、それは当然いいんだ

けど、それに対して老いや死を正面からとらえる「死生

学」のようなものは必要だったと思うんです。 

当初、「死ぬこと」なんかを取り上げると、「縁起でも

ない」と避けられてきた。ある会で「生老病死について

考えたいんです」というと、「私たちには死も病いもあり

ません」って言われたこともありました。家族や友人に

も死を語ることはタブー視されていた。でも、死ぬまで

にどうしたらいいか、死ぬ時どんな治療を受けたいとか、

みんな心の中ではあったと思うし…そんな中で、当時、

講師を囲んで、参加者と「平場」で話し合うという私た

ちの活動は、超先進的、チャレンジだったんです。だか

ら「こういう話をしたかった」「こういう場所を探してた」

と、ずいぶん遠くからでも来て参加してくださった。そ

して私が考えた以上にたくさんのテーマが出てきた。 

 最初の講演会は 2010 年に「散骨」についてでしたね。

文化人類学をやっている韓国の女性に来てもらって、い

ままでタブーだったことを感情を交えないで新しいデー

ターに基づいて、文化人類学としてとりあげた。それが

活動の第一歩です。 

当時はショッキングなテーマで、講演のタイトルもや

わらかく「あなたはどこで眠りたいですか？」としたの

だけど、それでも挑発的でした。 

饗庭 6 年前は口にすることさえ憚られるムードがあっ

た「老い」や「死」が、今では毎日のようにメディアに

も登場しています。先進的と言われた私たちの企画に行

政や多くの団体が取り組むようになってきました。私た

ちは「老いること」「死ぬこと」をしっかり見据え、そこ

から「生きること」を考えることが肝要と学際的に講座

を企画してきたのですが、今、社会も、活動の担い手も

参加者も大きく変容していることを実感しますね。 
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甲南大学の西門前に長い間工事中だった建物が完成！中はどん

なに？ 私たちも利用できるの？ と早速取材しました、 

1 3
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ǮǔǤǍǮ ǞȆǮǠƳ(˝ʣ)  

写真協力／小林文夫  ハローパソコン教室六甲校 
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年会費 3000円 会員さんには講座への特別招待

券 2 枚と機関紙をお送りします。 

お申込みお待ちしています。 
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医学の教育には、医学生の解剖実習が欠かせない。

それも在学中 1 回でなく 2 回は最低必要なようだ。そ

こで、どの医科大学でも献体の提供を望んでいる。 

2014 年 6 月、私たちは夫婦で兵庫医大に献体を申

し込み、登録を受けた。 

私たちが兵庫医大を選んだのは、私が 3 年前に同大

学の笹子三津留先生の執刀で胃がんの手術を受け、無

事生還したという経緯がある。献体するなら、お世話

になった兵庫医大にささやかな恩返しになればと、申

し込んだのである。 

妻は、私より積極的だった。死んだあと焼場で焼か

れて単なる灰になるより、少しでも世のためにお役に

立てれば、というのが彼女の希望であった。生前、尊

敬する東大医科研の稲生綱政名誉教授が「私は白菊会

に献体を申し込んであります」と言っておられたこと

も動機になったようだ。 

 白菊会とは献体希望者のための会である。関西には

白菊会のような組織はない。献体希望者はこれはと思

う医科大学に直接申し込む。登録をすませると、献体

登録証が送られてくる。 

このカードは運転免許証か健康保険証などと肌身

はなさず持っていることが望ましい。死亡事情によっ

ては遺体が希望する医科大学に提供されないことが

あるからだ。長男と次男は、私たち両親の献体に異論

はなかったが、娘は母親の献体に割り切れぬものを感

じてか、当初反対であった。しかし、母親の意志が固

いので最後には納得した。 

 妻が亡くなった年の 10 月に、兵庫医科大学の主催

で献体者のために合同慰霊祭が行われた。大学の大ホ

ールに立派な祭壇をしつらえ、主催者代表として学長

をはじめ、理事長、病院長などのお歴々が居並ぶ。 

することになった。娘の桜も、体調万全でない私の付

添人として慰霊祭に参加した。様子がわからぬままに

普段着に近い服で参列したので、「もっとちゃんとし

た格好すればよかった」と後悔しきり。 

 

献体は、意外に早く現実化することになった。登録

してから 1 年半後の 2016 年 1 月 22 日に妻が亡くなっ

たのである。ささやかな家族葬のあと。兵庫医大の車

がタイミングよく妻の遺体を引き取っていった。 

 妻の家族葬は葬儀社も介在せず、近親者のみで行い、

生花と遺影、それにドライアイス代だけだったから全

部で数万円しかからなかった。別にケチっていたわけ

でもないが、合理的で倹約家だった妻も満足したに違

いない。 

妻の死から 1 年あまり経って兵庫医大から「故森有

子様のご遺体は、その全てを終え、過日滞りなく火葬

を執り行いました」との報告があり、遺骨はわれわれ

遺族のもとに帰ってくることになった。生前から妻は

遺骨にこだわらず、共同墓地に埋葬されても異存ない

との意向だった。 

兵庫医大の共同墓地は住吉川の上流にある住吉霊

園である。それでも娘の桜は遺骨の一部を自分の手元

に保管したい意向である。 

かくて、献体は遺族の思いに沿って目的通りに実現

したのだが、遺骨の一部は娘の希望にしたがって小分

けした包みに包装され、文科相の感謝状を添えて無事

帰ってきた。     

 おりから庭のさくらは満開から散り始めていた。 

 

 

 

そんな中で私が遺族代表として学長の次に献花を 
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神戸市東灘区  森 美樹 
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私は当年 89 歳です。もうちょっとで 90 歳になりま

す。灘五郷と広島県の二つの酒造メーカーで 73 歳ま

で主として清酒製造技術者として働いていました。 

私は小学校では前から三列目のちびっこで、以来ひ

よわな人間とみられていた。それが 90 歳まで生きた

ということだけでも驚くべきことかもしれない。それ

には母の庇護、妻の支援が大きいのは勿論のことであ

る。最近の私は老化が進み、目はかすみ、耳はとおく

なり、自前の歯はすべてなくなりました。 

慶応大学医学部教授の伊藤裕氏の「臓器の時間」に

よると、人間の身体は二つの筒でできていて、外側の

筒は皮膚、筋肉、脊柱、神経から出来ており、内側の

筒は胃、腸、肺、腎臓などで出来ている。解剖学的に

は前者は「体壁系」、後者は「内臓系」と呼ばれてい

る、とのことである。 

 私の身体は内臓系が強く、体壁系が弱いのかもしれ

ない。90 歳近くになって最も困っているのは足の悪化

である。私は最近まで、体の不調は病気のせいで、病

気はその専門医にかかれば治るものと信じていまし

た。それで先ず整形外科に行き、徹底的に調べた結果、

整形外科的には問題はないが、「閉塞性動脈硬化症」

の疑いがあるとのことでした。内科ではこれを否定、

パーキンソン症を疑って、専門医を紹介され受診する

もそれも否定、昨年内科医の紹介を得て、血管セン

ターで検査を受けることができました。その結果は

私にとって衝撃的なもので、「あなたは病気ではあり

ません。加齢と筋肉の低下による廃用性障害です」

という宣告でした。 

私が驚いたのは人間は病気をしなくても山の樹木

が枯れ死するように枯れていくものだということを

気付かされたことでした。ただ筋肉などの組織は減っ

ていくばかりではなく、動かすことで再生することも

可能です。事実私と同年配の方から頂いた年賀状はが

きを見るとほとんどの人が足の不調を訴えているな

かで一割くらいの人が今も変わらぬ健康な足で歩い

ていると書かれています。しかもその健康な人たちは

一人残らず毎日一時間程度の散歩を続けていると書

いてあるではないですか。そうだ、これだと私は思い

当りました。そういえば整形外科医も「あなたは家の

近くにある夙川公園を歩きなさい」と言っていたのを

鮮明に思い出しました。 

 歩くことは足の筋肉の再生にかかわることだけで

はありません。伊藤教授によると「ちょいきつ運動」

は内臓系の腸の機能に働いて糖尿病やメタボになり

にくくなるとのことです。 

 次に困ることは歯のことです。私は 70 歳を過ぎる

ころから虫歯で歯が欠け始め、そのたびに部分入れ歯

を補修して凌いできました。数年前、自分の歯がすべ

てなくなりました。それでもその歯医者は取れた歯を

組み込んだ部分入れ歯をつくって、治療を続行、それ

が終わった時点で「ここでできる治療はここまで。こ

の後は大病院でインプラントしかないが、今のあなた

の歯茎から見ると、成功率は五分五分でしょう」とい

うものでした。私はインプラントを諦め、入れ歯をポ

リクリップという接着剤でくっつけるという方法を

とることにしました。これだと食物をかみちぎること

は出来ず、柔らかい食物を小さく切って口に入れるし

かありません。食材に大きく制約がかかり、外食も麺

類ぐらいに限られることになります。テレビを見てい

たらある局のアナウンサーは一日に

五回歯ブラシをかけると言っていま

した。歯を見せてしゃべるのが商売と

いえばそれまでですが、それにしても

私と違いがありすぎます。 

 この二つ以外にも私には体壁系に

不調がありますが、本稿の論旨から外れるので省略さ

せていただきます。 

私の後にいらっしゃる 60 代、70 代、80代の皆さま、

私を前者の轍として、｢十分な口腔ケア、一日一時間

の散歩｣の習慣を身につけて、何歳になっても好きな

ものを食べ、自分の足で好きなところへ行ける、豊か

で楽しい人生を送られることを祈っております。 

５ 

西宮市 松田 利庸 
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新聞や雑誌からお気に入りの言葉を合わせて「コラージュ 

川柳」を楽しみました。意外な組み合わせで面白い作品が 

続々･･･。７ページの「川柳の窓」に紹介しています。 
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6 月 10 日 島田 誠 

「生きる実感の共有」 

その男・榎忠～ちょっと刺激的な

タイトルで、人として時代とどう

向き合っているか、榎さんの厳し

い生き方なども披露。ギャラリー

島田のインターンの久保優梨子

さんが「ロバート・フランク展」

への意気込みや開催の趣旨を語

りました。 
イラストは 11 月のピア・サロン講師の

中谷裕子さんによる島田さんの似顔絵。 

６ 

6 月 18 日 藤本由紀夫「眺めることの創造性」―

つくるとは？― 

藤本由紀夫さんは、日本を代表するサウンド・アーテ

ィスト。「年を重ねるにしたがって、壊れてゆくもの

に美を感じるようになった」といいます。 

角砂糖やサイコロなどの、日常の何気ないモノを使っ

た不思議な仕掛け（サウンド・オブジェ）に参加者は

耳を澄まして楽しみました。 

藤本さんのきらきら
光 る 作 品 が 「 港 都
KOBE 芸術祭」でポー
トターミナルホール
に展示されました。 

 

死を肯定する医師、生にか

ける医師、3 人の医師の考

え方、生き方を題材に、治

療か延命かについて参加

者それぞれの想いや感想

を語り合い、「死」への向

き合い方は人それぞれだ

と改めて感じたサロンに

なりました。 

『最期の医者は桜を

見上げて君を想う」

を題材に意見交換 

5 月 14 日 井上廣子「時の足音を聴く」 

ドイツと日本を舞台に活躍を続けている井

上さん。「窓」「森」「水」などの作品から平

和や自然環境と真摯に向き合う姿勢が伝わ

ってくる講座でした。 

「港都 KOBE 芸術祭」参加アーティストに

選ばれ、神戸に住む世界の子どもたちの笑

顔の巨大パネルを第 2 突堤に掲げました。

（左の写真はアート鑑賞船内より撮影） 



 

活動をどう次代に引き継いでいけるかが課題 

――今年の敬老の日に 90 歳以上が 200 万人と発表があり

ました。いまや 100 歳も珍しくなくなってきています。

100 年をどう生きるかが問われています。 

上村 そしたら 80 歳はまだ「小僧？」「ギャル？」(笑)

でしかない？ 

「死とは何か？」正解はないのではないか、講師それぞ

れの立場で考察することを聞いて、自分の体験や想いと

すり合わせることが大事で、何が正解かという真理を求

めるものではないというのがこの学問だろうと思います。

専門家の意見を聞きながら、それぞれが、自分の意見を

「平場」で話し合うということを目指してきた。しかし、

今や、こういうテーマで考えるのも平場で話し合うのも

珍しくなくなった。 

さて、これからどうするか？ここがポイントです。 

饗庭 活動の担い手も次第に高齢化し、体調不良や処理

能力の低下、家族の介護など、状況は刻々と変化してき

ています。 

――活動をどう後継者に受け継いでいくかですね。 

饗庭 若い世代は仕事に忙しく、これまでに増して生き

にくい時代を生きている。ボランティア活動に時間と気

持ちを向ける余裕がないのは無理もないことです。活動

を維持していくにはかなりのエネルギーが必要、気持ち

があってもしり込みしてしまうのではないか、もっと気

軽にバトンを渡せるような体制にすることも考えていか

なければならないと思います。 

上村 「老い」や「死」のテーマは永遠に続くわけで、

何とか私たちの活動

を次の世代につない

でいきたい。そこでま

た新しい「生老病死」

の見方を想像してい

ってほしいというの

が私の願いです。 

そのためにはどんな

方法があるのか、私た

ちが今一番頭を悩ま    
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せているところです。 

――活動を進めていくためには後継者問題と並んで大事

なのは運営資金難という問題がありますね。 

上村 後継者と資金難、いま、どの NPO も同じような

問題を抱えています。 

私たちは会員の会費と講座の参加費で運営していますが、

参加費は値上げしたくないので、

少しでもたくさんの方に参加し

ていただけるようなプログラム

を考えていかねばならない。甲

南大学の教室でやれるというこ

とも大きなポイント、アカデミ

ックな話を楽しくできるという雰囲気は守りたいですね。 

これからもっと先進的なことをやろうと思ったら、た

とえば「老いと性」「高齢者の結婚」などのテーマがある

が、こういうショッキングな、あるいはタブー視されて

いるテーマはタイミングが大事。先進的なことをやるこ

とと担い手の問題は表裏一体で、感覚を研ぎ澄ませてゆ

きたいと思う。 

饗庭 「死生学のその先へ」みたいなプログラムを企画

する、テーマの範囲を広げ、若い人にも参加してもらい

たい。それに「書くこと」を柱にすえるのもお薦めした

い。講座に足を運ぶのが大変になった方の参加の場とし

て機関紙をもっと活用できればいいですね。それは活動

を次の世代に伝えていく手段にもなります。 

上村 私たちの世代が体験したことを次代の人たちに伝

えたい。それをどう受け取ってもらえるかは、わからな

いけど…でも伝える必要はあると思うんですよ。 

 テーマを決めて投稿してもらって、

冊子にして発行することも考えてみ

たらどうでしょうか。参加者が自主

的に企画して作っていかれる、それ

を手助けしていけたらと思います。 

――率直な意見交換ありがとうござ

いました。 

ロバート・フランク展開催中の KIITO

のロビーで収録 

（協力/ KIITO  イラスト/ 上村くにこ） 
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